
          教高指第１２４６号 

                              令和３年８月２５日 

 

 各県立学校長 様 

 

 

                            埼玉県教育委員会教育長 

    

 

     緊急事態宣言期間中における夏季休業期間終了後の県立学校の 

     対応について（通知） 

 

 日頃より新型コロナウイルス感染症の対策について、適切かつ迅速な対応をいただいて

いることに感謝申し上げます。 

 さて、国は８月１７日に、新規陽性者数の急増により医療体制のひっ迫を招きかねない

状況が続いていることから、本県の緊急事態宣言の期間を９月１２日まで延長することを

決定しました。  

 本県の児童生徒及び教職員の感染状況は、夏季休業期間中にも関わらず、陽性者数が増

加しており、家庭内感染だけではなく、多くの学校で部活動内の複数の陽性者が発生して

おります。児童生徒及び教職員の安全を確保し、教育活動を継続するためには、児童生徒

及び教職員一人ひとりが、危機感を共有し、感染対策を一層徹底する必要があります。 

 つきましては、夏季休業期間終了後の県立学校の対応について、下記のとおりとしまし

たので、適切に対応願います。 

 また、令和３年８月２０日付け文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課より事務連

絡「小学校、中学校及び高等学校等における新学期に向けた新型コロナウイルス感染症対

策の徹底について」（別添資料２）が通知されましたので、併せて送付いたします。 

 

記 

 

 １ 感染予防の徹底について 

 （１）健康観察の徹底 

   ア 日々の健康状態を確認するため、検温・健康観察を徹底すること。 

   イ ＩＣＴを活用するなど健康観察の方法（把握・集計）を工夫し、徹底をはかる 

    こと。 

   ウ 発熱等の風邪症状がみられる場合や家庭内に体調不良者がいる場合は登校させ 

    ないこと。 

 （２）手洗い・マスク着用の徹底と適切な換気・保湿の実施 

   ア 手洗い及びマスクの正しい着用を徹底すること。なお、一般的なマスクでは、  

    不織布マスクが最も高い効果を持ち、次に布マスク、その次にウレタンマスクの 

写 



    順に効果があるとされていることを、保護者及び児童生徒に対し適時情報提供す  

    ること。 

   イ 気候上可能な限り、常時換気を徹底すること。（常時換気が難しい場合には、    

    ３０分に１回以上、少なくとも休み時間ごとに窓を全開にすること。） 

 （３）食事中の会話禁止 

    食事中の会話は禁止とし、会話は食事後にマスクを着用してから行うよう指導す

ること。 

 （４）登下校の際は、直行直帰を徹底すること。 

 

２ 期間について 

  令和３年９月１２日まで（緊急事態宣言期間終了まで） 

  ただし、緊急事態宣言期間終了後、概ね２週間程度は感染拡大防止の観点から同様の 

 対応を実施することができる。 

 

３ 授業における対応について 

（１）県立中学校・高等学校における時差通学及び短縮授業の実施 

   登下校時の電車・バス等による過密状態を極力避けるため、原則として始業時刻の 

  繰り下げ及び短縮授業を行うこと。なお、始業時刻の繰り下げ及び短縮授業の具体的 

  な扱いについては、生徒の通学方法や使用する交通機関等を踏まえ、各学校の実態に 

  応じて判断すること。 

（２）県立中学校・高等学校における分散登校とオンライン学習等を併用した授業の実施 

  ア 感染リスクを可能な限り低減しつつ、学校教育活動を継続するために、教室内の 

   生徒の間隔を可能な限り２ｍ（最低１ｍ以上）確保して授業を実施すること。 

  イ 通常規模の教室では２０名程度を基本とし、分散登校とオンライン学習等を併用 

   した授業を実施すること。 

    ただし、課題考査や学校行事及びそれに関わる最低限の準備等については、この 

   限りではない。その際、感染防止対策を徹底すること。 

    なお、オンライン学習の実施にあたっては、すべての生徒が平等に学びを保障さ 

   れるよう、学校としての統一性をもって取り組むこと。 

  ウ 進学や就職を控えた生徒に適切な指導ができるよう、登校の機会を優先的に確保 

   すること。 

  エ 定時制・通信制課程については、規模に応じて判断すること。 

  

 

 

 

 

 

 



 分散登校とオンライン学習を併用した授業のイメージ 

 【学年毎に登校日を分ける例】 

  月 火 水 木 金 教室人数 

３学年 ○ ○ ○ ○ ○ ２０名（空き教室等を利用して毎日登校） 

２学年 ○ ※ ○ ※ ○ ２０名（空き教室等を利用して隔日で登校） 

１学年 ※ ○ ※ ○ ※ ２０名（空き教室等を利用して隔日で登校） 

        ※ 家庭学習（課題・オンライン学習等） 

  

 【午前、午後で登校する生徒やクラスを分ける例】 

    

 

 

            

        ※ 家庭学習（課題・オンライン学習等） 

 

（３）県立特別支援学校について 

  ア 感染リスクを可能な限り低減しつつ、学校教育活動を継続するために、教室内の 

   児童生徒の間隔を可能な限り２ｍ（最低１ｍ以上）確保して授業を実施すること。 

  イ 障害の状況や地域の感染状況等を踏まえて対応すること。 

  ウ 職業学科・高校内分校については、生徒の通学方法等、学校の実情に応じて始業 

   時刻の繰り下げ等の検討を行うこと。 

  エ 職業学科・高校内分校以外の特別支援学校において、公共交通機関を利用してい 

   る児童生徒については、地域の状況、障害の実態を踏まえて対応すること。 

  オ 始業時刻の繰り下げ等を行った場合は、学習の遅れが生じないように丁寧に対応 

   すること。 

（４）分散登校に関する出欠の取扱い等 

  ア 学年毎に登校日を設定する場合は、登校の対象である学年は授業日数に含み、登   

   校の対象でない学年は授業日数に含まない。 

  イ 学年の一部を休業とした日数は授業日数に含み、授業のある生徒については出欠 

   を記録するとともに、授業のない生徒については「出席停止・忌引き等の日数」と 

   して記録する。 

  ウ やむを得ず学校に登校できない生徒について、次の方法によるオンラインを活用 

   し学習指導を実施したと校長が認める場合には、指導要録の「指導に関する記録」 

   の別記として、非常時にオンラインを活用して実施した特例の授業等の記録につい 

   て学年毎に記録する。 

    ① 同時双方向型のオンラインを活用した学習指導 

    ② 課題の配信・提出、教師による質疑応答及び生徒同士の意見交換をオンライ 

     ンを活用して実施する学習指導（オンデマンド動画を併用して行う学習指導等 

     を含む） 

  午前 午後 教室人数 

奇数番号の生徒や奇数クラス 登校 ※ ２０名（空き教室等を利用して毎日登校） 

偶数番号の生徒や偶数クラス ※ 登校 ２０名（空き教室等を利用して毎日登校） 



４ 各教科等の指導について 

  感染防止対策を講じてもなお感染のリスクが高い活動については行わないこと。 

  なお、専門学科において実習等を行う場合は、換気や衛生管理を徹底し、多くの生徒 

 が密集しないように配慮すること。 

（１）長時間、近距離で対面形式となるグループワーク及び近距離で一斉に大きな声で話 

  す活動 

（２）音楽における近距離で行う合唱及び管楽器演奏 

（３）家庭科における調理実習 

（４）県立特別支援学校での生活単元学習等における調理実習、専門教科及び作業学習に 

  おける外部の方を対象にした活動 

（５）保健体育における、密集する運動や近距離で組み合ったり接触したりする運動 

 

５ 学校行事について 

（１）始業式等の全校集会 

   児童生徒が学年を超えて一堂に集まることを避けるため、校内放送やＩＣＴを活用 

  すること。 

（２）文化祭、体育祭等 

  ア 本通知の趣旨を踏まえ慎重に検討し、実施する場合は、児童生徒及び教職員のみ 

   で実施すること。 

  イ 準備日を含め、感染防止対策を徹底すること。また、発熱等の風邪症状がみられ 

   る場合や家庭内に体調不良者がいる場合は登校しないよう徹底すること。 

  ウ 昼食の時間や場所を適切に確保するなど、昼食・休憩の際の感染防止対策を徹底 

   すること。 

  エ 全校児童生徒が集まるような開会行事等については、児童生徒が学年を超えて一 

   堂に集まることを避けるため、校内放送やＩＣＴを活用すること。 

  オ 音楽やステージの発表については、身体的距離を確保した上で、椅子に座って鑑 

   賞できるように工夫すること。 

（３）修学旅行など、泊を伴う校外行事 

   本県又は目的地が、緊急事態宣言期間である場合は、延期又は中止すること。 

（４）遠足など、泊を伴わない校外行事 

   本県又は目的地が、緊急事態宣言期間である場合は、県境を越えるものについて 

  は、延期又は中止すること。    

   なお、県内において実施する場合においては、行事の目的、目的地等の状況、生徒    

  の心情等を踏まえ、万全な感染防止対策や保護者の十分な理解を得るなどした上で実 

  施すること。 

 

６ 部活動について 

（１）基本的な考え方 

  ア 土日等の生徒の接触機会を削減する。 



  イ 生徒の心身の健康維持の一助とするため、必要最小限の範囲で一定程度実施する。 

（２）活動日数等 

※ 分散登校による授業を実施している際は、登校している生徒のみの活動とすること。 

 （生徒を午前・午後で分散登校させる場合、午前中に登校した生徒は部活動を行わず 

  に帰宅させること。） 

※ 各種大会やコンクールに出場する場合は、大会の１４日前から「埼玉県の部活動の在 

 り方に関する方針」に基づく活動ができるものとする。ただし、上記における合同練習  

 や練習試合等については、自校を含めて２校のみでの活動とし、他の都道府県の学校と  

 の活動は行わない。 

※ 上記の期間においては、分散登校を行っている場合でも、やむを得ず必要な場合に限 

 って、大会に出場を予定する生徒を部活動の時間に合わせて集合させて練習を行うこと 

 も可能とする。ただし、平日２日の範囲を超える活動を行う生徒の人数については、必 

 要最小限とすること。 

 

  ア 大会に合同チームとして出場する場合は、合同となる学校を合わせて１チームと 

   みなして活動することができることとする。 

  イ 泊を伴う活動は、 遠隔地で開催される全国大会等に出場するために、大会前日に 

   現地に到着していなければ準備が間に合わない状況などのやむを得ない場合のみ、 

   目的地の状況や感染防止対策等を踏まえ、校長が実施の可否を判断すること。 

  ウ 定期演奏会や発表会等を実施する場合は、感染防止対策を徹底すること。 

    また、学校外の会場を使用する場合は、使用する会場の管理者と十分に協議する 

   こと。さらに、参加人数等については県の対処方針の基準に従うこと。  

（３）留意事項 

  ア コロナ禍における活動について、練習等が必要最小限の活動となるよう改めて見 

   直し、管理職が確認するとともに、生徒や保護者等に対して、丁寧な説明や対応を 

   行い、理解を得た上で活動すること。 

  イ 健康観察を徹底するとともに、本人や同居の家族に体調不良がある者の活動参加 

   禁止を徹底すること。 

  ウ 飛沫感染の可能性が高い活動（大きな発声や身体接触を伴う等）は原則として行 

   わないこと。 

  エ 部室の使用の制限（原則禁止）や直帰を徹底すること。 

  オ 更衣場面、休憩場面、下校時等における感染防止を徹底すること。 

  カ 水分補給での感染防止対策を徹底すること。 

  キ 熱中症事故防止に配慮した感染防止対策を徹底すること。 

活動日数 活動時間 校外活動 

（合同練習・練習試合等） 

泊を伴う活動 

週２日以内 

（平日のみ） 

９０分以内 禁止 禁止 



  ク 事故防止や感染防止の対策を講じられない場合は、活動を行わないこと。 

  ケ 感染への不安等から活動への参加をためらう生徒に対して、参加しないことを安 

   心して選択できる環境を整えること。（参加を強制することや、練習を欠席した生   

   徒を試合に出さないというような不適切な対応は、絶対に行わない。） 

  コ 生徒や教職員の感染拡大防止を優先し、出場する大会やコンクール等について  

   は、特に慎重に検討すること。 

 

７ 学校説明会等について 

  地域の感染状況や参加者の交通手段等を踏まえ、実施については適切に判断するこ 

 と。なお、実施する際には以下の点に留意すること。  

（１）希望者に対し、事前に検温等の健康観察を行い、発熱等の風邪症状がある場合は参 

  加を見送るよう周知すること。  

（２）参加者に対し、校内だけでなく、行き帰りの公共交通機関においてもマスクの正し 

  い着用を周知徹底すること。  

（３）緊急時に連絡が取れるように参加者の氏名や中学校名等を把握すること。  

（４）手指消毒ができるよう消毒用アルコール等を設置すること。  

（５）十分な身体的距離を可能な限り２ｍ（最低１ｍ）確保すること。  

（６）会場内の換気を徹底すること。  

（７）参加者には近距離での会話を控えるよう周知徹底すること。  

  （個別相談等は飛沫防止パネルを設置する等の対策を取ること。） 

 

８ やむを得ず学校に登校できない児童生徒に対するＩＣＴ活用等による学習指導につい  

 て 

（１）やむを得ず学校に登校できない児童生徒に対しては、学習の著しい遅れが生じない 

  よう、例えば、Google Classroomやzoomなどを活用した同時双方向の学習指導など、   

  オンライン学習を積極的に取り組むこと。 

（２）オンラインを活用した学習指導を行う際は、指導計画等を踏まえた教員による学習 

  指導と学習状況の把握を行うことが重要であること。詳細は、令和３年３月９日付け 

  教高指第２１４９号「新型コロナウイルス感染症に対応した持続的な学校運営のため 

  のガイドラインの改訂について（通知）」及び令和３年３月３０日付け教高指第２３ 

  ５５－１号「感染症や災害の発生等の非常時にやむを得ず学校に登校できない生徒の 

  学習指導について（通知）」を参照すること。 

（３）ＩＣＴを活用したオンライン学習については、地域や学校、児童生徒の実情を踏ま 

  えながら、対応策を具体的に検討し、実施すること。（別添資料３参照） 

（４）家庭の事情等により特に配慮を要する児童生徒に対しては、令和２年８月１１日付 

  事務連絡「県立学校のＩＣＴ環境整備について（通知）」で整備したＬＴＥタブレッ 

  トを貸し出したり、特別に登校させたりするなど柔軟に対応すること。 

 

 



９ 進路指導について 

（１）進学指導 

  ア 大学入学者選抜の日程は、令和３年６月１０日付け教高指第６４３号「令和４年 

   度大学入学者選抜実施要項」で通知したとおり。 

  イ オンラインによる個人面接などＩＣＴの活用等が必要な場合、通信の不具合があ  

   った場合に備えて大学へ連絡する手順を定めるなど、適切に対応すること。 

  ウ 大学入学共通テストの出願指導等については令和３年７月３０日付け教高指第   

   １１３２号「令和４年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト出願受付等の説 

   明資料等の確認について」により、適切に対応すること。 

（２）就職指導 

  ア 就職活動の日程は、現時点では変更はない。 

   ・ 応募者の推薦開始  ９月  ５日 

   ・ 応募者の選考開始  ９月１６日 

  イ 新型コロナウイルス感染症の陽性者や濃厚接触者においては、採用選考等につい 

   て日程変更も含め、柔軟な対応を取るよう、事業所と密に連絡を図ること。 

  ウ 就職指導にあたっては、令和３年５月１２日付け事務連絡「令和３年度就職指導 

   にあたって ver.２」を参考とすること。 

 

１０ 児童生徒の心のケアについて 

  感染防止対策を徹底しながら教育活動を継続していくことは、児童生徒にさまざまな 

 不安やストレスを抱かせていることが懸念される。まずは、教職員が児童生徒の気持ち 

 を丁寧に理解し、不安や悩みを受け止め、家庭と連携して寄り添った対応をすることが 

 肝要である。あわせて児童生徒・保護者に対し、様々な相談窓口があることを積極的に  

 周知すること。 

  また、生徒指導課がこれまで発出した児童生徒の自殺予防に関する通知等を参考に、 

 引き続き必要に応じてＩＣＴの活用も図りつつ、学級担任や養護教諭等を中心としたき 

 め細かな健康観察や健康相談の実施等により児童生徒等の心の変化を的確に把握し、ス 

 クールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等による支援を行うなど、心のケア 

 に適切に取り組むこと。 

  なお、新たに発出した下記の通知の内容をも踏まえ、児童生徒の自殺予防を徹底する 

 こと。  

【参考】令和３年８月２０日付け【教生指第３４８号】 

  「夏季休業の終了に伴う児童生徒の自殺予防に係る取組および令和３年度「自殺予防 

  週間」の実施について（通知）」 

 

１１ 保護者から感染が不安で休ませたいと相談があった場合について 

  合理的な理由があると校長が判断する場合には、欠席とせず、出席停止とするなど柔 

 軟な取り扱いをすること。 

 



１２ 家庭へのお願いについて 

  「児童生徒及び同居の家族に発熱等の風邪症状がみられる場合は、登校せずに自宅で    

 休養する」ことを保護者等に依頼すること。 

 

１３ 教職員の感染予防対策及びメンタルヘルス対策について 

  教職員についても、マスクの着用や健康観察の徹底など、児童生徒と同様に基本的な    

 感染予防対策に改めて留意すること。 

  また、長期に渡り、学校現場で感染症対策や心のケア等を最前線で支える教職員の精 

 神的な緊張や心身の負担が懸念されるところであり、現下の感染状況に鑑み、新学期を  

 迎えることに不安を抱えている教職員も少なくないと考えられる。 

  福利課では保健師による健康相談を実施しているほか、公立学校共済組合や公立学校 

 共済組合埼玉支部では健康相談事業を実施しているので、別添リーフレットを適宜活用 

 し改めて教職員へ周知をすること。（別添資料４） 

 

１４ 別添資料 

 （１）令和３年８月２５日開催 埼玉県新型感染症専門家会議資料（抜粋） 

   「夏季休業終了後の県立学校の対応（緊急事態宣言期間中）」 

 （２）令和３年８月２０日付け文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課 事務連絡 

   「小学校、中学校及び高等学校等における新学期に向けた新型コロナウイルス感染 

    症対策の徹底について」 

 （３）ＩＣＴを活用したオンライン学習参考例（ＩＣＴ教育推進課 資料） 

 （４）公立学校共済組合 健康相談事業リーフレット（福利課 資料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

【感染防止対策に関すること】 

  担 当 保健体育課 健康教育・学校安全担当 

  電 話 ０４８－８３０－６９６３ 

【体育の授業・運動部に関すること】 

  担 当 保健体育課 学校体育担当  

  電 話 ０４８－８３０－６９４７ 

【学習指導・文化部に関すること】 

  担 当 高校教育指導課 教育課程担当 

  電 話 ０４８－８３０－７３９１ 

【ＩＣＴ活用に関すること】 

  担 当 ＩＣＴ教育推進課 ＩＣＴ教育指導担当 

  電 話 ０４８－８３０－６６２５ 

【生徒指導に関すること】 

  担 当 生徒指導課 生徒指導・いじめ対策・非行防止担当  

  電 話 ０４８－８３０－６９０７ 

【特別支援学校に関すること】 

  担 当 特別支援教育課 特別支援学校教育指導担当 

  電 話 ０４８－８３０－６８８６ 

【教職員の感染予防対策及びメンタルヘルス対策に関すること】 

  担 当 福利課 健康づくり・メンタルヘルス担当 

  電 話 ０４８－８３０－６９７１ 

 


